
今年度の入学式で、新入生の皆さんにお話した充実した学校生活を送るために大切にしてほしいことの三つ

目は、「挑戦する」ということでした。何か新しいことに「挑戦」をすれば、必ずそこには「困難」という大き

な壁といったものが立ちはだかります。それでも挑戦し続けなければ、新たな道を切り拓いていくようなこと

は、きっと誰にもできないでしょう。失敗を恐れることなく、チャレンジし続けて、自分自身の最善を尽くす

ことに全力を注ぐことに大きな意味があると考えます。たとえ失敗をしたとしても、その失敗から多くのこと

を学び取れるはずです。そのことが、人としての成長につながっていくものだと思います。大切なのは、失敗

をしないことではなくて、失敗を恐れることなく何度でもチャレンジすることにあるはずです。挑戦すること

には勇気も必要となりますが、成功という結果を得ることができれば、人として成長するだけでなく、自信を

深めることにもつながります。また、失敗という結果であったとしても、「自分が納得のいくように挑戦をした

のだから」と自分自身の行動を肯定的にとらえることができるはずです。挑戦をすることで、自己の肯定感が

高まり、また、新たなる学びの場を得ることができるはずです。達成することが難しい目標であれば、それを

達成するための忍耐力や精神力といったものも培われ、たゆまぬ努力をし続ける姿勢も育っていくのではない

でしょうか。あるいは、今までには経験をしたことのないような世界に足を踏み入れることができたり、新し

い価値観を得ることで新たなアイデアを生み出すような力がついたり、苦しいことから簡単に逃げ出すような

ことがなくなったりもすると思います。自分の強みや弱みといったものが客観視できるようになるはずです。

問題を解決するための知恵と工夫、そして、大きくいえば「人間力」といったものまで、「挑戦する」という強

い思いの中でこそ構築されていくものと考えます。何事にも積極的に挑戦することで、ポジティブな考え方が

養われ、他者の失敗にも寛容になれることで、人としての成長がより高まっていくものであると思います。 

時間というものは、誰にとっても全く平等に与えられているものです。生徒の皆さんだけに限ることなく、

誰もが等しく二十四時間という一日を過ごしています。中学校での学校生活は三年間。この三年間は、限られ

た時間であり、この限られた時間をどのように使うかは、生徒の皆さん一人ひとりにゆだねられているもので

す。今年度も、四月からスタートして、気がつけば早くも五月の中旬です。一学期が始まり、一か月以上がす

でに経過したわけです。学校生活の基本は「授業」であることは、生徒の皆さんもよく承知していることであ

り、「時間を大切にする」ということは、如何にして限られた授業時間の中で、できるだけ多くのことを学び取

り、集中力を発揮して、自らの持てる能力を高めていこうとすることができるのかといったことに、かかって

いるのではないでしょうか。自らの能力を高める努力をし続けること、それは、ただ何気なく時間を過ごすの

ではなく、日々の充実した学校生活とともに、限られている時間の有効的な活用といったものに意識的に取り

組む必要があるはずです。限られた時間を有効に活用するためには、優先順位を決めてから行動を起こし、身

の回りの整理整頓を日頃から心掛け、生活リズムを習慣化しておくことが必要なことのはずです。また、ネガ

ティブに考える時間を減らして、常にポジティブ思考で物事に取り掛かることが大事なことで、オンとオフを

切り替えて行動できることも大切なことです。そして、何よりも時間を大切に使うことができる人は、相手の

ことも自分のことも大切にできる人のはずです。時間を守らないことや、無駄にすることが、時には大きな信

用問題にもつながります。時間を大切にすることは、相手に対する思いやりともいえるでしょう。そういった、
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◆ 「礼を正す」 

校訓にも示されている「礼を正す」とは、どういうことを意味しているのでしょうか。「礼を正す」、これは、

「挨拶をする」あるいは「返事をする」ということです。「挨拶」という言葉には、「心を開いて、相手に迫る」

という意味があります。「挨拶」をすることで、良好な人間関係が保たれていき 

ます。そして、その「挨拶」は、率先して他の人よりも先に行うことが大事なこ 

とであると思います。相手に聞こえるような大きな声で、さらには相手が気持ち 

よく受け取ってくれる挨拶こそが、相手の気持ちを思いやる「礼節」といったこ 

とへとつながっていくはずです。人は一人では生きてはいけません。誰もが誰か 

に支えられ、そして、誰もが誰かを支えていることに気づいてほしいと思います。 

相手を思いやる気持ちや、相手を敬う気持ちを大切にしながら、「感謝」の気持ち 

を忘れずに、日々の充実した学校生活を過ごしてもらいたいものです。 

 


